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令和５年第１１回菊池市教育委員会会議録 

日 時  令和５年１１月２０日（月）午後１時３０分 

場 所  キクロス大研修室 

出席者 

      教育長                音光寺 以 章 

      教育長職務代理者           生 田 博 隆 

      教育委員               森   智保美 

      教育委員               渡 邉 和 雄 

      教育委員               増 永 幸一郎 

      教育委員               城   聡 子 

      教育部長               村 田 義 喜 

      教育審議員              藤 田 英 明 

      学校教育課長             倉 原 桂 一 

      生涯学習課課長            川 口 克 明 

      社会体育課長補佐           大 谷 ル ミ 

      学校給食管理室長           冨 田 信 幸 

      菊池市公民館副館長          吉 川 良 二 

      菊池市立図書館館長          安 永 秀 樹 

      学校教育課指導主事          西 野 浩 史 

      学校教育課指導主事          清 永 邦 宏 

      学校教育課課長補佐          岩 根 貴 史 

                                  １７／１７人 

日 程 

    １.開 会 

    ２.議事録承認 

    ３.教育長の報告 

    ４.報告案件 

      報告第１６号 学校プール拠点化に伴う合同授業モデル事業について（学校教

育課） 

      報告第１７号 菊池市内小中学校の不登校、いじめの状況（２０２３年１１月

末現在）について（学校教育課） 

    ５.その他 

    ６.閉会 

    ７.教育委員会各課からの事務連絡等 

      ①行事予定について 

      ②次回の教育委員会議 

       令和５年１２月１８日（月）１０:００～ キクロス大研修室 

      ③その他 
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開会 

音光寺教育長 皆さん、御起立をお願いします。 

 ただいまから、令和５年第１１回菊池市教育委員会を開会いたします。よろ

しくお願いします。 

 それでは、会議次第に従いまして、会議録の承認についてを議題とします。 

 教育委員会会議規則第１４条第２項の規定により、令和５年第１０回菊池市

教育委員会の会議録に記載した事項について、異議はございませんでしょうか。 

 

委員一同  異議なし 

 

音光寺教育長 異議ありませんので、令和５年第１０回菊池市教育委員会の会議録について

は承認することに決定いたします。 

 次に、教育長の報告を議題とします。私より報告させていただきます。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 まず、動静について報告します。 

１０月２５日、校長面接、熊本県１４市生涯学習課長会議に出席しておりま

す。 

 ２６日木曜日、泗水小学校Ｂ訪問、東京応化工業からの図書贈呈式並びに、

理事長の藤嶋さんによる講演会を開いております。北中及び南中校区の小学校

５、６年生約３９０名程度が参加して話を聞いております。科学に関する話で、

子供たちも大変興味を持ったようでございました。 

 １０月２７日金曜日、旭志中学校研究発表会、大変お世話になりました。夕

方、菊池市文化祭の開会式に参加しております。 

 ２８日土曜日、白龍旗学童野球大会の開会式が七城グラウンドで行われ、参

加しております。 

 ３０日月曜日、菊池南中学校Ｂ訪問。 

 ３１日、熊本県市町村人権教育連絡協議会研修会で、三重県に１日まで行っ

ておりました。 

 ２日木曜、トヨタ未来スクール、花房小学校で開催されております。 

 ３日金曜日、しすいコスモスマラソンでした。 

 ７日火曜日、泗水東小学校のＢ訪問。 

 ８日水曜日、Ｂ＆Ｇ全国教育長会議が東京で行われております。 

 翌日９日、全国都市教育長の理事会があっております。 

 １０日金曜日が、菊池北小学校の総合訪問。 

 １１日土曜日、部落解放第４１回菊池郡市小・中・高生交流集会があってお

ります。各地区で行っている学習会の内容等について、子供たちが本当に立派

な発表をしてくれました。 

 １２日日曜日、菊池市のＳＤＧｓフェスティバルです。旭志小と泗水小と中

学校、高校が発表して、大変中身のある発表をしてくれたと思っております。 

 １３日、菊池市読書感想画コンクールの審査。午後から菊池市児童生徒性暴
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力等対策連絡協議会が行われております。 

 １４日、市内小中学校長会、菊池の風の授業研究会は花房小学校の５年生の

竹津先生が行われました。花房小校区にある企業の訪問をして、その内容を社

会科の授業に生かすという、大変すばらしい授業をされました。 

 １５日水曜日、泗水西小学校の研究発表会。 

 １７日金曜日、菊之池小学校のＮＩＥの研究発表会。 

 １８日土曜日、菊池市女性の会チャリティのつどいに参加しております。 

 １９日、昨日が、菊池ロータリークラブ小学生スポーツ大会で、モルック大

会が行われました。七城小学校が優勝しております。 

 ２０日、本日が、庁議と教育委員会の日になっております。 

 ２番目に、小中学校長会議の連絡事項です。 

 初めにということで、２０２３みんなのＳＤＧｓフェスティバルきくちと、

部落解放第４１回菊池郡市小・中・高生の交流集会、大変すばらしい発表をし

てくれたということで、学校の指導に御礼を申しております。 

 次に、児童・生徒の頑張りということで、３ページに表彰関係がありますけ

れど、多くの表彰が行われております。 

「社会を明るくする運動」熊本県作文コンテストで、菊池南中学校３年生の

茂田さんが熊本日日新聞賞を取っております。部活動関係では、県中学校新人

体重別柔道大会で、泗水中の住野さんが優勝、菊池郡市中体連駅伝大会で、菊

池南中学校の男子が優勝、県大会は１２位だったそうです。県中学校新人ソフ

トテニス男子団体では七城中学校が準優勝で、今度、九州大会に出場予定です。  

熊日学生音楽コンクール合唱部門で、菊池南中学校の合唱部が優秀賞を取っ

ております。そのほか、心のきずなを深めるための標語奨励賞を七城小学校の

隈部さんが受賞。県の発明工夫展でＫＫＴ賞を泗水小学校の６年の平井さん、

旭志中学校の２年の井上さんが受賞しています。多くの子供たちが県での表彰

を受けておられます。 

 次に、優秀教員ということで、花房小学校の田尻先生が文部科学大臣表彰を

受けております。同じく花房小の竹津先生が県の優秀教員のフレッシュ部門で

受賞をされています。とてもすばらしい活躍だと思います。 

 次に、次年度の方向性ということでお話をしております。 

 ＥＳＤの取組をさらに推進するということで、ＥＳＤティーチャープログラ

ム、奈良教育大と連携した取組を来年度も続けていきたいこと。それと、今行

っている、今回みたいな取組を発表する場を児童生徒並びに教職員にも来年度

はやっていこうかなと思っております。 

 人権教育主任研修会も来年も年３回継続していきます。 

 次に、学力向上と授業改善というところで、西留先生の指導を継続して行う。

それと算数・数学、英語を強化するということで、ＡＬＴを１日在籍できるよ

うにしておりますので、授業以外の活用等についても実績を残していただきた

い。学習発表会で英語スピーチや劇など、それから英検の合格者数を増やす方

向で取組をお願いしたいと話をしています。読解力向上の取組として、よむＹ
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ＯＭＵワークシートというものが読売新聞から出ておりますので、これを小学

校５年生と中学２年生、前期１５回分、１人当たり３００円ですけれども、こ

れを市で補助するということで考えております。無料体験がありますので、今

年度中にこれを実施したいということで話をしています。 

 次のページのＮＩＥの推進、菊之池小学校がすばらしい発表をしてくれまし

たので、次年度も、ほかの学校が熊日と連携してＮＩＥの研究をしていただき

たいということをお願いしております。 

 働き方改革としまして、５時間授業の週２回を次年度も継続します。 

 早寝早起き朝ごはんの推進を次年度ぜひ行いたいと思っています。基本的生

活習慣の維持・向上、定着を図るために、本年度中に１回実態調査をして、研

究指定に手を挙げて、できれば市全体で取組ができたらなというふうに考えて

おります。 

 体験活動の推進としては、竜門ダムの見学とカヌーのレガッタ体験を来年度

ぜひ行いたい。渓谷の散策や、サッカー場の利用、それから、現在、地元の工

場等の見学も行ってもらっていますので、さらにこれを進める。それから、郷

土の歴史や地元の史跡を学ぶ活動もさらに深めていきたいと考えております。 

 次に、ＳＴＥＡＭ教育の推進ということで、現在、芸術体験として小学校３

年生は演劇鑑賞をしておりますし、今年は大地のメモリア等の取り組みを行っ

ていますので、また、そういった芸術体験をできるならと考えております。少

年少女発明クラブを来年度創設というところで考えております。角屋重樹さん、

広島大学の名誉教授に昨年講話をしていただきましたので、来年度は、理科の

授業の指導もお願いしたいと考えております。 

 菊池の伝統芸能の発表の場の設定ということで、生涯学習課が今年度計画を

していただきました。伝統芸能を知る機会を持ちたいと考えております。 

 来年度は中学校の教科書の採択がありますので、その点の協力をお願いして

おります。 

 来年度、合併した市政の２０周年ということで、色々なところで学校にお願

いすることがあるという話をしております。 

 連絡事項ということで、人事異動については次年度の構想を校長がしっかり

考えていただきたい。学校の強みやよさ、そして、どんなリーダーの先生がい

らっしゃるか、そういったことを考えて人事異動を行うように話をしておりま

す。 

 また、パイプの詰まりがないようにということでお願いしております。３年

再配で出られた力のある先生方がこちらに戻っていただけるようにアプローチ

をかけていただきたいと話をしております。 

 安心、安全の学校づくりのためにということで、インフルエンザがはやって

おりまして、七城中学校３年生が、最初１クラス、次のクラスもなりましたの

で、学年閉鎖みたいな形になってしまいましたけれども、まだまだ増えている

ということで注意喚起をしております。 

 学力向上については、県学力・学習状況調査が１２月の初めにありますので、
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定着率が４０％未満の児童生徒への対応を確実に行っていただくようにお願い

しております。 

 いじめ・不登校の対策については、いじめの早期発見、早期対応、心のアン

ケートからの面談をお願いしております。 

 人権啓発については、人権子ども集会のオンデマンドの活用をお願いしてお

ります。 

 次に、不祥事防止、それから働き方改革の推進をお願いしております。特に、

労働安全推進委員会を年内に必ず１回は行っていただきたいということで話を

しております。 

 今後の予定としましては、２１日、明日が、花房小学校のＢ訪問。それと市

議会の月例会が行われます。 

 ２２日、市長記者会見、行政改革推進本部。 

 ２５日、キクロスまつり。その中で、読書のミリオネア表彰を行います。 

 ２８日から市議会の開会。 

 １２月２日、菊池ふるさとかるた大会、これは４年ぶりですね。コロナ禍で

できていませんので４年ぶりの開催になります。 

 ３日、城山の日。 

 ４日、市議会予算決算常任委員会、管内四者人権・同和教育研修会がありま

す。 

 ５日、管内教育長会議。 

 ６日から８日、市議会の一般質問。 

 ９日、菊池市人権フェスティバル。 

 １０日、きくちアートマーケットということで、色々な美術家の方が集まっ

て、キクロスでそういう体験をさせていただくということです。 

 １１日、１２日が、市議会の常任委員会。 

 １３日が、市内教頭会議と教育支援会議。 

 １５日が、ＥＳＤティーチャープログラムとプラチナの発表会を予定してお

ります。 

 １６日土曜日が、キクロスカレッジ閉校式。 

 １８日が、菊池市議会予算決算常任委員会と教育委員会が予定されておりま

す。 

 以上です、今の報告について何か質問等ございませんでしょうか。 

 

委員一同  なし 

 

音光寺教育長 では、ないようですので、これで教育長の報告については終わります。 

 それでは次に、報告案件に入ります。 

 報告第１６号、学校プール拠点化に伴う合同授業モデル事業について、説明

を事務局よりお願いいたします。 

 倉原課長。 
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倉原学校教育課長 学校教育課からです。よろしくお願いいたします。 

 報告第１６号、学校プール拠点化に伴う合同授業モデル事業について報告さ

せていただきます。 

 資料１ページになります。 

 目的としましては、記載のとおりで、学校プール施設の将来的な維持コスト

削減のため、モデル事業を実施するものでございます。 

 今年度におきましては、花房小学校と戸崎小学校の５、６年生で、２回ずつ

南中プールで授業を実施しております。その中で、１回につき２時間９０分の

中で、移動、着替え、授業を実施。実質の指導時間はいずれも６０分程度とな

っておりました。 

 効果としましては、天候に左右されずに授業時間が確保できるということで

す。この実験をしている際に大雨で雷が鳴って、とても学校では授業ができな

いような天候でしたが、このときは南中プールを使うことでスムーズに、計画

変更もなく授業ができたところでございます。 

 それから、南中プールの場合には監視員が２名いるため、学校プールよりも

人数が多くなりますので、学校の先生合わせて４名で対応しておりました。そ

ういうところからいきますと、安全な状況での授業が可能という効果が現れて

おります。 

 課題としましては、移動時間が発生し指導の時間が短くなるため、短時間で

目標の泳力まで到達させる必要があるというところが出ております。また、南

中のプールには小プールがないため、低学年の指導時には水の深さの調整が必

要になってくるところでございます。 

 来年度におきましては、花房小、戸崎小を引き続き南中プールで、新規とし

て、泗水小学校を泗水Ｂ＆Ｇプールで、全授業対象のモデル事業を実施したい

と考えております。令和７年度におきましては、花房小、戸崎小、泗水小を本

運用として、他校でモデル事業を実践したいと考えております。 

 ３番目、令和６年度の事業費としましては、先ほど申しました課題の中で、

南中プールには小プールがないというところからプールフロアを購入します。

これは水深を調整できるものでございます。水泳の指導補助の業務委託、移動

用のバスの使用料、これらがかかってまいります。ランニングコストとしまし

ては約２００万円程度かかる予定でございます。 

 これは参考ですが、令和６年度から実施するに当たりまして、不要となる３

校の合計事業費、プールのろ過機の保守点検業務とプール用の塩素購入が４９

万５,０００円の減、また、減価償却としまして、長寿命化計画による改修や建

て替え等を行わない場合、年間にすると約３３０万円の減、拠点化による事業

費から差し引きますと年間で約１７９万５,０００円のコスト削減につながっ

ていくという見込みが出ております。 

 以上、報告を終わります。 
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音光寺教育長 では、ただいまの報告について、質疑及び御意見等ございますでしょうか。 

 そこに書いてありますが、指導の質を向上させる必要があるというところが

ありますので、ここで先ほど提案がありました３番の水泳指導補助業務を委託

するという形で、水泳協会や民間に指導を委託するという方向で検討しており

ます。 

 森委員。 

 

森委員    旭志小は学校でプールをしていて、夏休みはもう学校プール使わなくてＢ＆

Ｇになっているんですよね。それが一つ。 

 それと、泗水西や泗水東も小規模校ですけれど、それぞれの学校でやるとい

うことですか。 

 

音光寺教育長 倉原課長。 

 

倉原学校教育課長 先ほど申しました６年、７年の計画の後に、７年度以降で他校について

もモデル事業に加えていきたいと考えております。 

 

音光寺教育長 生田委員。 

 

生田委員   この３校を先行するというのは、この３校が建て替えの期限が早いというこ

とですか。 

 

音光寺教育長 倉原課長。 

 

倉原学校教育課長 花房小と戸崎小におきましては、老朽化が進んでいるというところで、

現在モデル事業を行っておりまして、泗水小学校からは、ぜひＢ＆Ｇのプール

で行いたいという提案があっておりまして、今後、進めていこうというところ

で協議しております。もともとは花房小と戸崎小を本格運用というところで進

めていく予定でした。 

 

音光寺教育長 よろしいですか。 

 

生田委員   はい。 

 

音光寺教育長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

 

増永委員   審議員にお答えいただければと思うんですが、これでいくと小学生の体育の

中でのプールの授業時数、水泳の授業時数、それが確保できるかどうかが１点

です。どうしても実質の指導時間が６０分という形でしてありますので、それ
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を２回ずつするということであれば１２０分の時間しか確保できないことにな

るわけですから、その辺がどうなのかということが一つお尋ねです。 

 それと、モデル事業としてされますけども、行く行くはもうそれぞれの学校

のプールを廃止してこの方法でいくというふうに捉えていいのかどうか。そこ

について、課長、お願いします。 

 

音光寺教育長 藤田審議員。 

 

藤田教育審議員 １件目は私がお答えします。 

 実質の指導時間は６０分程度というふうになりますので、２時間授業を使う

というところで、実際のプールの指導時間は少し減ることにはなるかなと思い

ますが、質的に上げていこうという部分があります。水泳指導補助業務の委託

という点では指導者が入りますので、その分、今までなかなか全体を見れるこ

とができなかったところも、そこで補充できるというところで、質的にはすご

く上がっていくんじゃないかなと思います。 

 以上です。 

 

音光寺教育長 倉原課長。 

 

倉原学校教育課長 ２点目の御質問ですけども、まず小規模校に合わせてというところで考

えております。これは、ある程度人数が多いところになりますとどうしても、

指導補助業務のランニングコストが多くかかり過ぎて逆転してしまう危険性が

ありますので、その辺は精査しながら進めていきたいと考えております。 

 

音光寺教育長 指導については各時間の目標に全員が達成できるように指導者を増やす。専

門家を入れることによって、それができると考えているところです。 

 拠点になるところは、例えば、七城は小中一つのプールですので、そのまま

で、他の地域は、旭志のＢ＆Ｇと泗水のＢ＆Ｇ、南中プール、市営プールを検

討しているところです。 

 ほかにありませんでしょうか。 

 

委員一同  なし 

 

音光寺教育長 じゃあ、次の報告に移りたいと思います。 

 報告第１７号、菊池市内小中学校の不登校、いじめの状況について。 

 清永指導主事、お願いします。 

 

清永学校教育課指導主事 本日、西野指導主事が県庁の会議に出ておりまして、まだ不在に

しておりますので、私のほうで代わりに報告させていただきます。 

 それでは、お手元の資料２ページから御覧ください。 
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 菊池市内小中学校の不登校、いじめの状況でございます。 

 不登校児童・生徒は、１０月末現在、小学校４０名、中学校１１１名で計１

５１名です。１０日以上３０日未満欠席している不登校傾向の児童・生徒は、

小学生５２名、中学生２２名で合計７４名です。 

 １０月のいじめの報告は、小学校ゼロ件、中学校１件です。中学校の件につ

きましては、定期のアンケートにより早期発見されました。友人グループ内に

おける強い言葉がけによって本人が不安を感じているとのことです。現在、担

任やＳＣが相談に乗り、家庭とも連携を取りながら見守りを行っているとのこ

とです。 

 続きまして、資料３ページを御覧ください。 

 上のグラフは、教育支援センター各教室の利用状況を示しています。８月末

現在で１６名の申請があります。内訳は、小学校４年生１名、５年生１名、６

年生５名、中学校１年生１名、２年生３名、３年生５名となっております。 

 ４教室の１０月の相談件数は、菊池教室５５件、七城教室は１２件、旭志教

室４６件、泗水教室１８件の合計１３１件となっております。 

 利用している児童・生徒のうち７名は指導員の支援と学校との連携により、

学校への登校意欲を持ち始めており、学校への登校日数も増えてきております。

中には、通級日数がゼロで、学校に１日も休まず登校ができた児童もおりまし

た。個々の支援ニーズは異なりますが、登校への意欲が持てている児童・生徒

に対しては自らで予定を立てさせるなどの支援を行うことで改善の傾向も見ら

れているところです。 

 続きまして、心の教育相談の利用状況です。 

 １０月の心の教室相談件数は、菊池北中は１７件、菊池南中３８件、七城中

１２件、旭志中１３件、泗水中７０件の合計１５０件となっています。小学校

では、教室観察を行いながら気になる児童の情報交換を行ったり、校内の不登

校対策委員会に一緒に参加したりしており、中学校では、生徒から直接相談を

受け、その相談内容を担任や学年主任と共有して生徒の対応へ当たっておりま

す。相談員の声かけによって、教室に入れたり行事に参加できたなどの報告も

見られております。 

 次に、菊池市のスクールソーシャルワーカーへの相談件数となります。 

 １０月は８３件となっております。また、学校支援コーディネーターの相談

対応件数は、１０月が５５件となります。現在も不登校児童・生徒は増えてお

りますが、指導員や相談員等の対応により、個々の児童・生徒にとって一歩前

に踏み出せたという報告も見られるようになりました。 

 また、先ほども述べましたとおり、教育支援センター利用者が学校復帰した

事例をはじめとして、統計上の数字には直接表れませんが、例えば、９月から

１０月にかけて欠席日数が減少した不登校傾向の児童・生徒を調べてみますと、

１５１名中８８名が該当し、割合にして５８.３％となっています。今後も学校

と連携し、少しでも児童・生徒の自立に向けた改善が見られるよう取組を進め

ていきたいと思います。 
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 報告は以上となります。 

 

音光寺教育長 では、今の報告について、何か質疑等ございませんでしょうか。 

 増永委員。 

 

増永委員   不登校の子供たちは相変わらず増えているなという感じがするんですが、具

体的な数字はここに上げてありますけれども、不登校になっている子供たち、

カウントされている子供たちの中で、実際にはもう現在学校に来ているという

子供たちは何人かいますでしょうか。 

 

音光寺教育長 西野指導主事。 

 

西野学校教育課指導主事 失礼します。今の御質問ですけれども、実際に連続欠席が二月以

上ゼロというような子供もおります。あとはそれを学校が不登校が完全に改善

したというふうに見るかどうかというところの見解はあると思うんですけれど

も、そのような子供たちもいます。 

 また、先ほども報告で述べたかもしれませんけれども、いわゆる教育支援セ

ンターに通っている子供でも、今、教育支援センターに朝から行ったらもう、

すぐ学校に行くというようなことで、毎日登校できているというような子供た

ちも出てきていますので、そういった子供たちが前向きになるような事例は数

多く見られるようになってきているところでございます。 

 以上です。 

 

音光寺教育長 数字だけでは見えない部分があります。登校が増えた子が５８.３％、約６割

の子は登校が増えてきているということで、いい傾向になっています。ただ、

今から寒くなるので、そこが減らないように頑張ってもらいたいと思います。 

 ほかにありませんでしょうか。 

 

委員一同  なし 

 

音光寺教育長 では次に、その他に入りたいと思います。 

 その他はございませんか。 

 

事務局    事務局のほうからはございません。 

 

音光寺教育長 それでは、本日の委員会はこれをもって閉会いたします。 

 御起立をお願いします。お疲れさまでした。 

 

―― 了 ―― 


